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送りすると発表したが，その後の交渉不順を受けて， ₈月 ₁日には第 ₄弾の制裁
を ₉月 ₁日に発動する方針を表明した。また， ₈月 ₅日にトランプ政権は，中国
が自国通貨を安値に誘導しているとして「為替操作国」に認定したと発表し，制






の追加関税率について，10月 ₁ 日以降25％から30％とし， ₉月 ₁日以降発動予定










































































































（中央），習近平国家主席（2019年 ₆ 月28日，The White 








































































































































1 月 1 日 ▼改定米韓 FTAが発効。
8 日 ▼世銀，世界経済は米中貿易摩擦が続
き，「減速は顕著」と指摘。










31日 ▼ 米中，ワシントン D.C.で貿易摩擦
緩和に向け閣僚級協議。





























































5 月 2 日 ▼米国防総省，中国の軍事動向に関
する年次報告書を発表。




















































































8 月 1 日 ▼トランプ大統領，中国からの輸入
品3000億ドル分に10％の関税を ₉月 ₁日より
課すと再表明。
2 日 ▼ ポンペオ国務長官，タイで開催の
ASEAN地域フォーラムに参加（～ ₃日）。
▼2019年超党派予算法成立。債務上限の適
用を，2021年 ₇ 月31日まで ₂年間停止。
▼日米韓，バンコクで外相会談。


































9 月 1 日 ▼トランプ政権，中国からの輸入品
1120億ドル分の関税を15％に引き上げ。第 ₄
弾の一部。

































10月 2 日 ▼北朝鮮， ₂発の潜水艦発射弾道ミ
サイル（SLBM）を発射。米国務省が批判。
7 日 ▼ ワシントン D.C.で米中次官級通商
協議（～ ₈日）。















30日 ▼ FRB，年内 ₃度目の利下げ。
































12月 3 日 ▼トランプ大統領，北朝鮮へ「必要
があれば軍事力の行使も辞さない」と言及。
12日 ▼ シュライバー国防次官補（インド太
平洋安全保障担当）の辞任予定が判明。
20日 ▼トランプ大統領，2020年度の予算を
執行する歳出法案に署名。
21日 ▼日米首脳の電話会談。
29日 ▼ 北朝鮮の金正恩委員長，核開発や
ICBM発射を再開する可能性を示唆。
